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４月から学校全体で，花の苗植えや水やり等に継続して取り組み，

今年度も「霧島市花いっぱいコンクール」で金賞をいただきました。 

本校のキャッチフレーズは， 

「花と緑と思いやりと」です。 

これからも，心を込めて花々  

を大切に育てるとともに，友達 

にも優しく温かい心で接してい 

ける木原小中学校でありたいです。 

１日（水）に小学校，中学校，それぞれ入学説明会を実施しました。 

小学校の説明会に２名（新規特認希望者１名），中学校の説明会に６名

（新規特認希望者５名）が参加しました。限られた時間の中でしたが，

学校経営方針や学校生活（学習面， 

生活面，健康面），入学式の予定な 

どについて説明しました。小学校 

では，在校生との交流会も行いま 

した。４月から新しい木原の仲間 

として温かく迎え入れたいと思い 

ます。 

今年度最後の授業参観・学級ＰＴＡ・学校保健委員会・教育講演会

（家庭教育学級）等を施しました。保護者の皆様には，一年間ＰＴＡ

行事等にご協力いただき，誠にありが 

とうございました。３学期も残り僅か 

となりましたが，今後ともよろしく 

お願いいたします。 

 

 

１月１７日（火），１８日（水）の２日間，小学校５年生と中学校

１，２年生を対象に実施された鹿児島学習定着度調査の結果が公表

されました。本調査は，県が「基礎・基本」８割，「思考・表現」５

割，全体で７割の通過率を設定して調査問題を作成しております。 

本校でも，調査問題の児童生徒への返却，解説等を行うととも

に，今後も「基礎・基本」の定着に重点を置きながら教育活動を続

けてまいります。          （２月２２日付け速報値） 

令和４年度 鹿児島学習定着度調査結果（県平均通過率） 

 国 語 社 会 算数・数学 理 科 英 語 

小 ５ ７０．９ ７７．５ ６７．４ ７１．７  

中 １ ７０．４ ６８．４ ７０．９ ６３．２ ７５．７ 

中 ２ ７１．０ ５５．２ ７２．５ ６２．５ ６７．８ 

《３月の主な行事予定》 

２日（木） お別れ遠足（小，城山公園） 

ドリカムプラン実力テスト（中２） 

公立高校入試１日目（中３） 

照度検査 

３日（金） ドリカムプラン実力テスト（中２） 

公立高校入試２日目（中３） 

７日（火） ＰＴＡ総務委員会 

      しろやま号来校（返却のみ） 

９日（木） ３年生を送る会（中） 

１３日（月） 公立高校入試追試 

１４日（火） 第６７回中学校卒業式（保護者迎え・バス有） 

１５日（水） 公立高校入試合格発表 

２１日（火） 春分の日 

２３日（木） 第７６回小学校卒業式（保護者迎え・バス有） 

２４日（金） 修了式，辞任式（保護者迎え） 

 
 

かけはしサポーター（山下先生） ３月の来校予定 

   ３月１０日（金） ９時～１２時 

※相談のご要望がありましたら教頭まで連絡ください。 

『 Ｄｏｎ'ｔ ｔｈｉｎｋ， Ｆｅｅｌ！ 』 

                                校長 今村敏照                     

 タイトルの英語，どこかで聞いたことありませんか？ 1970

年代にわが国でも一大ブームとなった，ブルース・リー主演の

映画「燃えよ ドラゴン」の中のセリフです。 

 映画では，カンフーの修行中，なかなか上手く技が習得でき

ない少年に向けて，リー演じる主人公がアドバイスした一言。

日本語訳は“考えるな，感じろ！”でした。「そのまんまかい！」

とツッコまれそうですが，当時小学生だった私はあまりのカッ

コよさにすっかりシビれ，リー先生の言うとおりに“何も考え

ず”このセリフを使いまくり，ヌンチャク（タオル製）の練習

に励んだものです。 

 さて，この言葉あらためて“よく考えて”みても，シンプル

でストレートながら本質を的確に突いているなぁと感じます。 

 私たちは，仕事や勉強をしたり，人とコミュニケーションを

とったりするうえで，物事や対象のことをよく考えることが大

事だと教わります。もちろんそれは間違っていないし，大切な

ことだと思いますが，反転させれば「理論・理屈にとらわれ過

ぎると，視野が狭くなり全体や本質が見えづらくなる」とも言

えます。この言葉は，現在でもスポーツの世界などで実際に使

用されることも多いようですが，まあ，いきなり“感じろ”と

言われても，抽象的すぎて困ってしまいますね。 

それでも，あれこれ思い悩むよりも心を落ち着かせて感覚を

研ぎ澄まし，これまで自分が身に付けてきたものを信じて対象

に向き合うことだと思えば，様々な場面で応用できそうです（入

試やテスト・試合など）。何か壁にぶつかったときは，この言

葉を思い出してみましょう。思いもよらない活路が，開けるか

も知れません。

学校だより「木原ちゃん」２月号 

 

 

  


